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木
彫
像
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
木
材
の
種
類

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
わ
が
国
で
仏
像
な
ど
の

木
彫
像
に
用
い
ら
れ
て
い
る
樹
種
は
あ
る
程
度
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
国

宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
文
化

的
に
価
値
の
高
い
仏
像
に
は
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ヤ
、
ク

ス
ノ
キ
、
カ
ツ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
特
定
の
樹
種
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
樹
種
が
分

か
っ
て
い
な
い
仏
像
も
多
く
、
文
化
財
保
護
の
観
点

か
ら
非
破
壊
で
の
樹
種
識
別
の
方
法
の
開
発
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

近
赤
外
分
光
法
と
は

　

近
赤
外
線
は
、
可
視
光
線
と
赤
外
線
の
間
に
あ
る

波
長
の
目
に
は
見
え
な
い
光
で
す
。
こ
の
光
は
、
①

個
々
の
化
学
成
分
に
よ
っ
て
特
定
の
波
長
の
光
が
吸

収
さ
れ
る
、
②
物
質
の
中
ま
で
光
が
届
く
、
③
熱
の

発
生
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
対
象
物
へ
の
影
響
が

少
な
い
、
④
水
分
の
影
響
を
受
け
に
く
い
、
と
い
う

特
徴
が
あ
り
、
血
中
の
酸
素
濃
度
の
測
定
、
農
産
物

の
糖
度
や
酸
度
の
測
定
、
空
港
で
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
中
身
の
種
類
を
調
べ
る
装
置
な
ど
、
我
々
が
日
常

的
に
目
に
す
る
非
破
壊
的
な
計
測
装
置
に
広
く
活
用

近
赤
外
線
で
壊
さ
ず
に
木
彫
像
の

 

材
料
を
明
ら
か
に
す
る

写真１　近赤外分光法による木材からのスペクトル測定
　　　　光が出るプローブの先端を木材の表面に軽く当てて測定します。

木
材
研
究
部
門
　
木
材
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・
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研
究
領
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任
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究
員
　
安
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久
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特集

面白い
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さ
れ
て
い
ま
す
。
近
赤
外
分
光
法
に
よ
っ
て
木
材
の

種
類
を
調
べ
る
場
合
に
は
、
対
象
と
な
る
樹
種
の
木

材
の
近
赤
外
線
の
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
を
測
定
す
る
こ

と
で
行
い
ま
す
（
写
真
１
）。
あ
ら
か
じ
め
由
来
の

は
っ
き
り
し
た
標
準
試
料
を
い
く
つ
か
用
意
し
て
お

い
て
、
そ
の
試
料
の
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
の
形
か
ら
木

材
の
種
類
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
調
べ
ま
す
。

由
来
の
は
っ
き
り
し
た
木
材
試
料

　

標
準
と
な
る
由
来
の
は
っ
き
り
し
た
木
材
試
料
と

し
て
、
森
林
総
合
研
究
所
の
木
材
標
本
庫
の
標
本
を

用
い
ま
し
た
。
森
林
総
合
研
究
所
に
は
、
現
在
、
日

本
国
内
外
の
約
８
、
０
０
０
種
、
２
８
、
０
０
０
個

体
の
樹
木
か
ら
得
ら
れ
た
由
来
の
確
か
な
木
材
標
本

が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
こ
れ
は
日
本

で
は
最
多
の
標
本
数
で
、
現
在
も
国
内
外
の
研
究
機

関
と
連
携
し
て
、
標
本
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

近
赤
外
分
光
法
で
木
材
の
種
類
を
分
け
る

　

比
較
的
短
い
波
長
領
域
の
近
赤
外
線
の
吸
収
ス
ペ

ク
ト
ル
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
、
木
彫
像
に
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
カ
ヤ
材
は
、
他
の
樹
種
か
ら
分
け

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図

１
）。
一
方
、
長
い
波
長
領
域
を
用
い
た
場
合
に
は
、

針
葉
樹
材
と
広
葉
樹
材
と
を
区
別
で
き
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
の
よ
う
に
、
利
用
す

る
波
長
に
よ
っ
て
、
異
な
る
樹
種
の
グ
ル
ー
プ
を
区

別
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
さ
ら
に

精
度
良
く
区
別
で
き
る
波
長
領
域
を
探
索
す
る
ほ
か
、

こ
の
結
果
が
、
実
際
に
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
表
面

が
光
や
熱
に
さ
ら
さ
れ
た
文
化
財
に
も
応
用
で
き
る

か
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

図１　 短い波長（830-1150nm）領域を利用した主成分分析
　　　カヤが他の樹種と区別できます。

図２　長い波長（1300-2500nm）領域を利用した主成分分析
　　　広葉樹と針葉樹を区別できます。

写真２　 森林総合研究所の木材標本庫と木材標本　
　　　　 約8,000種、28,000個体の由来の明確な樹木から得られた木材標本を所蔵し、所蔵量は日本最大です。正確な樹種が分かるように葉

や実の標本も同時に採集されています。


